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○各就業形態の労働者のうち、回答があった労働者＝１００とする。
○理由は上位８つまで、複数回答３つまで。　調査は平成19年10月1日現在の状況。　　　　　　　　　
詳しくは　厚生労働省ＨＰ　
http://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/syugyou/2007/1107-1.html#　

平成19年就業形態の多様化に関する総合実態調査結果の概況
～平成20年11月７日　厚生労働省発表（抜粋）～

労働者の就業形態（労働者割合）

主な就業形態の現在の就業形態を選んだ理由
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